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趣
意
書 

 
謹
啓 
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
校
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
に
開
校
し
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て

令
和
と
、
郷
土
の
発
展
と
と
も
に
時
代
を
越
え
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。「
子
ど
も
は
小
本
の

宝
」
と
し
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
の
熱
意
と
関
係
各
位
の
協
力
と
支
援
に
支
え
ら
れ
、
三
千

七
百
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
輝
か
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
創
立
百
五
十
周
年
の
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本
校
の
更
な
る

飛
躍
と
発
展
、
学
び
舎
と
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
誇
り
を
未
来
へ
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
、
「
小
本

小
学
校
創
立
百
五
十
周
年
記
念
事
業
」
を
次
の
と
お
り
執
り
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白 

各
位 令

和
八
年
六
月
吉
日 

岩
泉
町
立
小
本
小
学
校
創
立
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五
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周
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念
事
業
実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長 

金 
澤 

 
 

光
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

 
 

 

副
委
員
長 

三 

浦 
英 

雄
（
令
和
七
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

副
委
員
長 

岩 

間 

徳
次
郎
（
小
本
小
学
校
長
） 

  

記 

一 

記
念
事
業
内
容 

（
一
）
百
五
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催
（
学
習
発
表
会
当
日
） 

・
日
時 

令
和
八
年
十
月
十
七
日
（
土
）
九
時
～ 

・
会
場 

小
本
小
学
校 

体
育
館 

（
二
）
記
念
誌
の
発
行 

（
三
）
記
念
品
の
購
入 

 
 

 
 

・
児
童
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
協
賛
者
へ
個
々
に
渡
る
品 

 
 

 
 

・
校
舎
に
飾
る
横
断
幕
、
集
合
写
真
パ
ネ
ル 

（
四
）
関
連
事
業 

 
 

 
 

・
記
念
学
習
発
表
会
（
式
典
と
同
日 

式
典
後
よ
り
開
催
） 

 
 

 
 

・
記
念
芸
術
鑑
賞
（
札
幌
交
響
楽
団 

令
和
八
年
七
月
十
三
日(

月)

十
三
時
～
） 

 

※ 

式
典
・
学
習
発
表
会
、
芸
術
鑑
賞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
な
た
様
も
自
由
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

  

二 

協
賛
金
に
つ
い
て 

（
一
）
目
標
金
額 

百
万
円 

（
二
）
募
集
金
額 

個
人
様 

お
一
人 

四
千
円
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※ 

四
千
円
以
上
、
千
円
単
位
で
受
け
付
け
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

企
業
・
団
体
様 

一
口 

一
万
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※ 

複
数
口
で
の
協
賛
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

（
三
）
頒
布
品 

 

協
賛
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
記
念
誌
と
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 


